様式37（必要通数3）
年  　　月 　　 日

日本基督教団　　　　　　教区

総会議長　　　　　　　　　殿
日本基督教団　　教師転入願
このたび日本基督教団　正・補　教師として転入いたしたく、ご承認くださるよう、必要書類を添えて申請いたします。
氏名　：　　　　　　　　　　　　　印

　　住所　：（〒　　　　　　　　）

（転入後の任地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
日本基督教団

　総会議長　　　　　　　　　殿

上記の件を　　　　年　　　　月　　　　日承認しました。

　　　年　　　　月　　　　日

日本基督教団　　　　　　　教区

総会議長　　　　　　　　　　　　印

上記の件を承認します。
　　　　年　　　　月　　　　日

日本基督教団

総会議長　　　　　　　　　　　　印
＜添付する書類＞
（1） 履歴書（受洗、受允、受按年月日　要記入）

（2） 本教団所属教師２名の推薦書

（3） 所属教団主管者発行による転出承認書

（4） 按手礼を領している者は、按手礼受領証明書

（5） 居住地所管教区総会議長の承認書

（6） 教区常置委員会記録写

（上記（５）（６）は、居住地所管教区にて添付する書類です。）

＊提出通数～「日本基督教団教師転入願」…３通
「添付書類」…１通

（記載上の注意）

１．「正・補」は、いずれか該当しない方を削除してください。

２．転入後の任地が決定している場合は、明記してください。
３．関連教規

第131条①　本教団に属さない教会の教師が本教団の教師となろうとするときは、前条の規定による手続きと同じ手続きを経て、教団総会議長に願い出なければならない。

②　前項の願い出があったときには、教団総会議長は、教師検定委員会の審査を経て、本教団の教師とすることができる。

４．教師検定委員会内規第１条

他教団に属している教師であって、本教団の教師として転入しようとする者は、志願書に、履歴書、本教団所属教師２名以上の推薦書、居住する教区の総会議長の推薦書及び、所属教団主管者の発行せる転出承認書を添えて、教団総会議長宛提出しなければならない。

2. 正教師として転入の場合には、按手礼証明書を添えなければならない。

3. 正教師、補教師の別なき教団より転入しようとする者については、勤続年限及び教師按手礼の領否を参考にして教師資格を決定する。

4．正教師転入もしくは補教師転入の教師資格を決定された者は、課題論文、「本教団教憲、教規、その他の教団諸規則および関係法規」、面接等の試験が課せられる。
（注意）

· 「教師転入」は教団常議員会の承認を要します。

· 教師登録証その他は、教団常議員会において承認後、別紙にて発行、送付いたします。
